
中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第５３回）開催結果の概要

１．日時　：　平成２３年３月１４日（月）　1４:00～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成23年1月の入札結果報告平成23年1月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全３７件
①技術提案の審査（入札前審査）・・・全２２件
　 ・標準型・・・　　　６件
　 ・簡易型・・・　　１６件

標準型
加算点の合計

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 5 1 6

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 5 1 6

簡易型（従来方式）

加算点の合計

加算点の合計

工種 計 備考

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 8 － - － 8
維持修繕 － － 8 － － － 8

－ － － － － － 0
計 0 0 16 0 0 0 16

加算点の合計
備考工種 計

②評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全１5件
　 ・標準型・・・　　 　 　1件
　 ・簡易型・・・　　　　14件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1

備考
加算点の合計

工種 計

般土木 － － － － 1 － 1
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
般土木 5 5

計 備考工種
加算点の合計

一般土木 － － 5 － － － 5
維持修繕 － － 1 － － － 1
舗装 － － 1 － － － 1
塗装 － － 3 － － － 3
造園 － － 3 － － － 3
電気設備 － － 1 － － － 1

計 0 0 14 0 0 0 14



（３）審査対象業務の全体説明　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・１４件

　　①簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・５件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ４件

　　②一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
【簡易型】 ０件　　【簡易型】・・・ ０件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　６件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・３件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ２件

⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・０件　　⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　０件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　０件

（４）審査対象工事 業務 覧　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり
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1 2

②企業の施工能力技術提案、施工計画 ③配置予定技術者の施工能力

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
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委
員
会
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工事名
区
分

工
事
種
別

⑥地域精通度・地域貢献度④
ア
ス
フ
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ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

オ）

開
札
予
定
日

1 鳥取
河
川

千代川
稲常排水樋門設置他工事
【０国債】

一般土木 C

樋門　　 　　　Ｎ＝１基
盛土工　　 　 Ｖ＝9,500m3
ゲート工　   　１式
排水構造物　 Ｌ＝100m
仮設工　　　　 １式

本工事は、樋門設置にあたり、堤
防の開削を行うこと、また当該箇所
は砂防指定地域となっていることか
ら、樋門施工時等において出水、
土砂流出等に対する安全対策が重
要である。

2月 80.0 15 15
樋門施工時における
出水等に対する安全
対策

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 3月17日

2 鳥取
道
路

国道５３号
田園町第５電線共同溝工事
【補正】

一般土木 Ｃ 電線共同溝　Ｌ＝22０ｍ

本工事は、市街地での工事であり、
通行者（車両及び歩行者）への配
慮が必要であり、通行時間帯、路
面状況管理、規制時間・期間等の
設定が重要である。

1月 80.0 15 15

電線共同溝工事に
おける一般交通（通
行する車両及び歩行
者）の通行確保

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 3月10日

3 倉吉
道
路

名和淀江道路
倉谷第２跨道橋外下部工事
【補正】

一般土木 Ｃ

道路土工　１式
橋脚　２基
水路橋橋台　２基
場所打杭　４本

塩害中性化等による劣化を防ぎ、
下部ｺﾝｸﾘｰﾄの耐久性及び構造物
の安全性の向上を図ることが重要
である。

2月 80.0 15 15
下部工ｺﾝｸﾘｰﾄの品
質・耐久性向上

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 3月10日

4 倉吉
道
路

中山名和道路
住吉第１跨道橋下部他工事
【補正】

一般土木 Ｃ

道路土工　１式
橋台　２基
場所打杭　１６本
函渠工　１基

塩害中性化等による劣化を防ぎ、
下部ｺﾝｸﾘｰﾄの耐久性及び構造物
の安全性の向上を図ることが重要
である。

2月 80.0 15 15
下部工ｺﾝｸﾘｰﾄの品
質・耐久性向上

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 3月10日

5 倉吉
道
路

中山名和道路
殿河内第１跨道橋外下部工事
【補正】

一般土木 Ｃ
道路土工　１式
橋脚　４基
場所打杭　８本

塩害中性化等による劣化を防ぎ、
下部ｺﾝｸﾘｰﾄの耐久性及び構造物
の安全性の向上を図ることが重要
である。

2月 80.0 15 15
下部工ｺﾝｸﾘｰﾄの品
質・耐久性向上

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 3月10日

6 日野川
砂
防

大山砂防
三の沢砂防堰堤第２工事

一般土木
Ｂ
＋
Ｃ

堰堤堰堤本体工　（中詰土Ｉ
ＮＳＥＭ材）　約10,000m3
置換工　（ＩＮＳＥＭ材）
約11,000m3
混合設備工　　２箇所
連続繊維補強土工
約  570m2

砂防堰堤本体の内部中詰土材とし
て、現地発生土を元に製造した砂
防ソイルセメントを使用するもので
あり、砂防堰堤の施工においては
砂防ソイルセメントの品質確保が重
要である。 また、透過部の砂防堰
堤においては、底版工のコンクリー
トの品質・耐久性向上が重要であ
る。

1月 90.0 15 15
砂防ソイルセメントの
品質向上

20
砂防堰堤底版工コ
ンクリートの品質・
耐久性向上

20 4 1 2 1 3 2 1 1 1 1 1 1 1 2月25日
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◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力
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委
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点
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工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分

オ）

⑥地域精通度・地域貢献度①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

注
者
指

） ） 組
み

1 鳥取
河
川 千代川上流維持工事 維持修繕 － 河川維持工事　一式

本工事は、千代川上流及び八東川に
おける直轄管理区間内の維持管理を
行う工事である。除草作業時には、堤
防上にある河川管理施設(距離標や河
川構造物周辺のケーブル線等）や堤防
道路を通行する一般交通への配慮が
重要である。

2月 64.0 15 15 10

除草作業時の河川
管理施設他への損
傷防止対策及び第
三者への安全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月9日

2 鳥取
道
路

鳥取西道路
本高地区改良工事

一般土木
C
+
D

道路改良　 Ｌ＝450m
切土工　　　V=11,000m3
盛土工　　　V=5,000m2
函渠工　　　N=１期
軽量盛土工　Ｎ＝２箇所

本工事は、切土、盛土を施工するが、
BOXカルバート周辺の盛土はその施工
方法によりBOXカルバート自体の構造
に影響を及ぼすため、盛土計画が重要
である。

2月 64.0 15 15 10
軟弱地盤を考慮し
たBOXカルバート
付近の盛土計画

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月4日

道路改良　 Ｌ＝4０0m
盛土工　　　V=２5,000m2
補強土壁

本工事は 鳥取西道路野坂川橋のP1
護岸 事 施 時

3 鳥取
道
路

鳥取西道路
嶋地区改良工事

一般土木
C
+
D

補強土壁　A=280m2
工事用道路　L=200m
河川土工　N=1式
護岸ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ張工
A=550m2

本工事は、鳥取西道路野坂川橋のP1
橋脚の両岸における護岸工事を施工
するものであり、河川の汚濁防止に配
慮することが重要である。

1月 64.0 15 15 10
護岸工事の施工時
における濁水処理
対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月7日

4 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
本庄地区改良工事
【補正】

一般土木
C
+
D

道路改良　Ｌ＝682m
軽量盛土工　V=2,600ｍ3
掘削工　　　　V=1,400ｍ3
盛土工　　　　V=  600m3
補強土壁工  A=490m2
石・ﾌﾞﾛｯｸ積工　A=110m2
車道舗装　　A=1,100m2
歩道舗装　　A= 150m2

本工事は、本庄跨線橋の橋台裏に軽
量盛土を施工する工事であり、施工に
よる品質の確保が重要である。

1月 64.0 15 15 10
軽量盛土工の品質
確保を図るための
施工上の配慮事項

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月11日

5 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
岩美IC地区改良工事
【補正】

一般土木
C
+
D

道路改良　Ｌ＝536m
蒲生川橋A1橋台背面部
軽量盛土工　V=1,100ｍ3
蒲生川橋A2橋台背面部
軽量盛土工　V=1,100ｍ3
掘削工　　　　V=6,400ｍ3
盛土工　　　　V=36,700m3
法面整形工 A=12 000m2

本工事は、蒲生川橋の橋台裏に軽量
盛土を施工する工事であり、施工によ
る品質の確保が重要である。

1月 64.0 15 15 10
軽量盛土工の品質
確保を図るための
施工上の配慮事項

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月10日

法面整形工  A=12,000m2
石・ﾌﾞﾛｯｸ積工　A=400m2
排水構造物工　1式

6 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
海士地区改良工事
【補正】

一般土木
C
+
D

道路改良　 Ｌ＝810m
掘削　　　　 V=70,000ｍ3
法面整形　 A=9,000ｍ2
盛土工　　　V=5,000m2
植生工　　　A=9,000m2
排水構造物　１式

本工事は、砂丘地の本線切土工事に
おいて、施工中の土砂を搬出する際の
運搬時における施工上配慮すべき事
項等が重要である。

1月 64.0 15 15 10
土砂運搬時の施工
上配慮すべき事項

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月9日

7 鳥取
道
路 姫路鳥取線保守工事 維持修繕 － 道路維持工事　一式

鳥取河川国道事務所の鳥取南維持出
張所管内における道路維持工事を行う
ものである。

1月 64.0 15 15 10
緊急時に対応する
ための待機場所や
連絡体制について

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月3日

一級河川小鴨川及び国府川
防除草 積契約 あ 除草 防除草 来

8 倉吉
河
川 小鴨川維持工事 維持修繕 －

級河川小鴨川及び国府川
の河川堤防除草など、河川
維持工事

堤防除草工は面積契約であり、除草の
出来形管理が重要である。

2月 64.0 15 15 10
堤防除草の出来形
管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月10日
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確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分

オ）

⑥地域精通度・地域貢献度①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

9 倉吉
河
川 天神川維持工事 維持修繕 －

一級河川天神川及び三徳川
の河川堤防除草など、河川
維持工事

堤防除草工は面積契約であり、除草の
出来形管理が重要である。

2月 64.0 15 15 10
堤防除草の出来形
管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月10日

10 倉吉
砂
防

天神川
野添５号砂防堰堤工事
【０国債】

一般土木 Ｃ 本堰堤工　１式
砂防堰堤本体工の施工において、適切
な施工計画を立案することが砂防堰堤
本体の耐久性において重要である。

2月 64.0 15 15 10
砂防堰堤本体工の
施工計画

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月14日

11 倉吉
道
路

名和淀江道路
倉谷西改良工事 一般土木

Ｃ
＋

道路土工
掘削　12,000m3
盛土　10,000m3
地盤改良 １式

補強土壁工の施工において、適切な施
工計画を立案することが道路本体の耐 2月 64.0 15 15 10

補強土壁工におけ
る施工上の留意事 6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月14日倉吉 路 倉谷西改良 事

【補正】
般 木

Ｄ
地盤改良　１式
補強土壁工　390m2
ブロック張　800m2

計画を 案する 道路本体 耐
久性において重要である。

月 る施 留意事
項について

12 倉吉
道
路

国道９号
倉吉東部保守工事

維持修繕 -
工事延長L=60.7km（除雪工
のみ75.7km）
・道路維持　１式

円滑な交通を確保するため経常的に道
路を保守する工事であり、特に緊急時
において、迅速な対応が重要である。

2月 64.0 15 15 10
緊急時における要
員確保等について

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月10日

13 倉吉
道
路

国道９号
倉吉西部保守工事

維持修繕 -
工事延長L=54.7km（除雪工
のみ39.7km）
・道路維持　１式

円滑な交通を確保するため経常的に道
路を保守する工事であり、特に緊急時
において、迅速な対応が重要である。

2月 64.0 15 15 10
緊急時における要
員確保等について

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月10日

14 日野川
河
川 日野川外維持工事 維持修繕 ー

除草工 A=750,000m2
伐木除根工　Ａ＝20,000m2
塵芥処理工　1式
緊急時対応　1式

日野川における堤防除草等の維持
及び緊急時の対応を行う工事であ
り、堤防上での除草作業時の第三
者への安全配慮が特に重要であ
る。

2月 64.0 15 15 10
堤防除草作業時の
第三者に対する安
全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月18日

15 日野川
河
川 法勝寺川外維持工事 維持修繕

【法勝寺川】
除草工 A=370,000m2
伐木除根工 Ａ＝20,000m2
塵芥処理工　1式
緊急時対応　1式
【菅沢ダム】
除草工 A=  24,000m2
 湖面清掃工 A=  100m3
防護柵工　　約20m
給水設備保守点検工　　１式
除雪工　１式
応急処理工　　１式

法勝寺川における堤防除草等の維
持及び緊急時の対応、菅沢ダムに
おける除草等の維持及び緊急時の
対応を行う工事であり、洪水時・水
質事故発生時における緊急対応が
重要である。

2月 64.0 15 15 10
災害対策に対する
対応

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月18日

殿ダム
河

殿ダム
楠城山崎線付替（そ ） 般

Ｃ

道路土工　１式
法面工　１式
軽量盛土 ７２０m3

殿ダム付替市道楠城山崎線における
道路 良 事 あ 急峻

軽量盛土における
16 殿ダム

河
川 楠城山崎線付替（その１１）

工事
一般土木 ＋

Ｄ

軽量盛土　７２０m3
擁壁工　１式
排水構造物工　１式
防護柵工　１式

道路改良工事である。急峻な場所での
軽量盛土における施工管理

１月 64.0 15 15 10
軽量盛土における
施工管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 3月8日
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ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

加
算
点
の
合
計

施工体制 技術提案、施工計画 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

1 2 3 オ）

の
み

）

の
み

）

実
績

績 取
り
組
み

        

1 鳥取
道
路

国道５３号
田園町第６電線共同溝工事

一般土木 Ｃ 電線共同溝Ｌ＝１３０ｍ
現道工事のため一般交通への安
全対策が必要である。

電線共同溝工事にお
ける一般交通（通行
する車両及び歩行
者）の通行確保

査



平成２３年３月１４日　第５３回鳥取県部会
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1 鳥取
道
路

国道２９号
南隈外交差点改良工事

舗装 Ｂ 交差点改良　２箇所

本工事は、国道２９号南隈交差点及び国体道路
交差点に左折レーンを新設する工事である。交通
量の多い道路での交差点改良工事なので、工事
中の渋滞対策について検討の必要がある。

南隈交差点における工事
中の渋滞対策について

2 鳥取
道
路 鳥取区画線工事 塗装 -

鳥取維持出張所管内
区画線工　１式

本工事は、鳥取維持出張所管内での区画線工事
である。交通量の多い道路での区画線工事なの
で、工事中の安全対策について検討の必要があ
る。

工事中の車両に対する安
全対策について

3 鳥取
道
路 郡家区画線工事 塗装 -

郡家維持出張所及び鳥
取南維持出張所管内
区画線工　１式

本工事は、郡家維持出張所管内及び鳥取南維持
出張所管内での区画線工事である。交通量の多
い道路での区画線工事なので、工事中の安全対
策について検討の必要がある。

工事中の車両に対する安
全対策について

4 鳥取
道
路 国道９号他植樹維持作業 造園 Ｂ

植樹剪定作業　　１式
除草作業　　　　　１式
その他植樹作業　１式

本作業は、現道上の作業であり、安全対策が重
要である。

植樹維持作業における安
全対策

5 鳥取
道
路 国道２９・５３号植樹維持作業 造園 Ｂ

植樹剪定作業　　１式
除草作業　　　　　１式
その他植樹作業　１式

本作業は、現道上の作業であり、安全対策が重
要である。

植樹維持作業における安
全対策

6 鳥取
道
路

国道９号
覚寺トンネル照明設備工事

電気設備 B トンネル照明灯 ２１２基

本工事は一般国道９号覚寺トンネルにおいてトン
ネル照明設備を設置する工事であり、工事施工中
に交通規制が生じるため 般交通 の安全対

一般交通への安全対策6 鳥取 路 覚寺トンネル照明設備工事
電気設備 B トンネル照明灯　２１２基

に交通規制が生じるため、一般交通への安全対
策が重要である。

般交通 の安全対策

7 倉吉
道
路 中山名和道路下市改良工事 一般土木

C
+
D

道路改良　Ｌ＝200m
切土　Ｖ＝50,000m3
盛土　Ｖ＝40,000m3
函渠工　Ｎ＝２基
排水構造物工　Ｎ＝１式

適切な盛土の施工管理が盛土の沈下防止・品質
の向上を図る上で重要である。

盛土の施工管理

8 倉吉
道
路 中山名和道路八重改良工事 一般土木

C
+
D

道路改良　Ｌ＝200m
盛土　Ｖ＝8,000m3
函渠工　Ｎ＝２基
排水構造物工　Ｎ＝１式

ｺﾝｸﾘｰﾄの耐久性及び構造物の延命化を図るため
函渠工に使用するｺﾝｸﾘｰﾄの品質管理が重要であ
る。

函渠工に使用する
ｺﾝｸﾘｰﾄの品質管理
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

C

道路改良　Ｌ＝400m
切土 Ｖ＝7,000m3

9 倉吉
道
路 名和淀江道路豊成改良工事 一般土木

C
+
D

切土　Ｖ 7,000m3
盛土　Ｖ＝3,000m3
残土運搬　Ｎ＝１式
排水構造物工　Ｎ＝１式
路肩コン他

土砂運搬時の公道(運搬路）の汚損防止対策が重
要である。

土砂運搬時における公
道の汚損防止対策

10 倉吉
道
路

国道9号倉吉管内
道路付属物設置工事

維持修繕 －

路側防護柵L=1,800m
情報ﾎﾞｯｸｽ耐火防護
L=20m
道路付属施設工　1式

本工事は倉吉河川国道事務所管内における道路
付属物設置工事である。

片側交互通行規制時にお
ける一般通行車両への安
全対策について

11 倉吉
道
路

国道9号
倉吉管内区画線工事

塗装 －

溶融式区画線L=18,000m
ﾍﾟｲﾝﾄ式区画線
L=20,000m
区画線消去　１式

本工事は倉吉河川国道事務所管内における区画
線工事である。

一般通行車両への安全対
策について

12 倉吉
道
路 国道9号植樹管理作業 造園 B 植栽維持　 　一式

本工事は倉吉河川国道事務所管内の道路植栽
の維持管理を行うものである。

一般通行車両への安全対
策について

13 殿ダム
河
川

殿ダム
神護地区付替外（その4）工事

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

道路土工　１式
法面工　１式
軽量盛土工　800m3
擁壁工　１式
排水構造物工 １式
防護柵工　１式
仮設工　１式

殿ダム付替市道神護殿線等における道路改良工
事である。急峻な場所での軽量盛土における施工
管理が重要である。

軽量盛土における施工管
理

14 殿ダム
河
川

殿ダム
楠城山崎線付替（その12）工事

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

工場製作工　６４ｔ
鋼橋架設工　１式
現場塗装工　１式
床版工　340m2
橋梁付属物工　１式
橋台工　１式
鋼製橋脚　２５基

殿ダム付替市道楠城山崎線における道路改良工
事である。急峻な地形で、手延べ工法によるメタ
ルロード施工であり、高所作業における安全管理
が重要である。

高所作業における安全対
策
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
国道９号
日光坂消雪設備詳細設計業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

　鳥取市気高町日光地区での消雪設備
詳細設計を行う。

工事コストを縮減するための着目点につ
いて

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

落札者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

合
 
 

計

予定技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

実施方針・フロー・工程表等

合
 
 

計

専
門
技
術
力

評
価
テ
ー
マ

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

保
有
資
格

保
有
資
格

地
域
精
通
度

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定管理技術者の経験・能力 照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

業
務
成
績

C
P
D

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

表
彰
経
験

実
施
フ
ロ
ー

業
務
に
関
す
る
知
識

業
務
理
解
度

評価テーマに対する技術提案

評価テーマ① 評価テーマ②

業
務
量
把
握

実
施
手
順

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

表
彰
経
験
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取管内道路防災点検業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内に
おいて、道路防災点検を行うものである。

2 倉吉
天神川水系測量設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

倉吉河川国道事務所管内において工事
発注等に必要となる測量・設計を実施す
るものである。

3 倉吉
倉吉管内
交通安全施設等設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事務所管理区
間内における交通安全設計等を行う業務
である

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
量
把
握

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

保
有
資
格

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

業
務
成
績

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

専
門
技
術
力

落札者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

合
 
 

計

予定技術者の経験・能力 実施方針・フロー・工程表等

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

合
 
 

計

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要
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<用地業務>

資
格
要
件

専
門
技
術
力

管
理
技
術
力

情
報
収
集
力

組
織
構
成
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

専
任
性

資
格
要
件

専
門
技
術
力

専
任
制

4 殿ダム
殿ダム
付替道路等用地管理業務
価格点と技術点の比率　１：１

補償関係
コンサルタント業務

付替道路引渡しのため、道路境界の測量
及び境界杭の設置を行うものである。

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

選
任
性

技
術
者
資
格

専
門
執
行
技
術
力

専
任
制

合
 
 

計

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

技
術
部
門
登
録

成
果
の
確
実
性

迅
速
性

地
域
精
通
度

優
秀
な
技
術
者
の
存
在

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

参加表明者の経験及び能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者
の経験・能力

合
 
 

計

予定主任担当者
の経験・能力

実施方針

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

独
創
性

1 倉吉
天神川水系
土砂動態観測検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

・土砂動態モニタリング
・計測機器設置・保守・撤去
・中長期的土砂土砂移動の再現シミュ
レーション
・支川合流部における河床変動を考慮し
た河道管理についての検討

中長期的土砂土砂移動の再現シ
ミュレーションを実施する上で考慮
すべきの留意事項について

2 倉吉 天神川事業計画検討業務
土木関係建設
コンサルタント業務

・出発水位を考慮した河口砂州の管理計
画について
・定期縦横断測量成果による流下能力算
定
・小鴨川河道掘削検討説明資料作成

河口砂州の維持管理計画を策定
する上で配慮すべき事項

3 倉吉
倉吉管内
道路行政マネジメント検討
業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事務所管内の
道路整備による地域社会への影響や効
果の把握を行い、これらを踏まえた道路
行政マネジメントの基礎資料のとりまとめ
を行うほか、東伯中山道路の供用におけ
る現国道9号沿線の地域活性化に関する
検討資料の作成を行う

米子市周辺における道路網を勘
案した将来的な米子道路整備の
必要性を検討する上での着目点
について

4 日野川
日野川
土砂管理方針検討資料作
成業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川流砂系の土砂管理方
針を策定するための検討、資料作成を行
うものである。

土砂管理方針について、流砂系
内の合意形成を図る上での留意
点について

5 殿ダム 殿ダム本体耐震解析業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、「大規模地震に対するダム耐
震性能照査指針（改訂素案）」に基づき、
殿ダムに対する想定地震の調査を行うと
ともに、別途実施される業務（評価業務）
により設定される物性値及び解析条件を
基に耐震解析を行うものである。

ダム堤体の耐震計算・解析におけ
る留意事項とその対応方針につ
いて

6 殿ダム 殿ダム本体耐震評価業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、「大規模地震に対するダム耐
震性能照査指針（改訂素案）」に基づき、
別途実施される業務（解析業務）に必要な
物性値及び解析条件を設定するとともに、
別途業務の成果の照査及び評価を行い
報告書としてとりまとめるものである。

ダム堤体の耐震照査・評価におけ
る留意事項とその対応方針につ
いて

資格・実績 成績・表彰 資格・実績 成績・表彰

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

技術提案書を特定するための評価項目

企業の経験・能力 予定管理技術者の経験・能力

合
 
 

計

実施方針・実施フ
ロー・工程等

業務計画の適切性

合
 
 

計

資格・実績

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

表
彰
経
験

公
示

（
月

）

技術提案書提出者を決定するための評価項目

再
委
託
の
確
認

保
有
資
格

資格・実績 成績・表彰 専任制

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

成績・表彰

業
務
成
績

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

直
接
的
な
雇
用

業
務
成
績

表
彰
経
験

Ｃ
Ｐ
Ｄ

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

テーマ１の提案内容 テーマ２の提案内容

業
務
理
解
度

実
施
手
順

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指

摘
事
項

）

整
合
性
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〈用地業務〉

資
格
要
件

管
理
技
術
力

情
報
収
集
力

組
織
構
成
力

資
格
要
件

専
任
性

専
任
制

そ
の
他

手
持
ち
業
務

実
施
ﾌ
ﾛ
ー
の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥

当
性

有
益
な
代
替
案

、
重
要
事
項
の
指
摘

的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
駟馳山バイパス
裁決申請図書作成等補助業務
価格点と技術点の比率　１：２

補償関係
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

・用地測量
・用地調査
・裁決申請書（案）の作成
・明渡裁決申請書（案）の
  作成

工期の短縮のための工
夫について

3月16日 10.0 15.0 15.0 10.0 10.0 5.0
減
点

10.0 15.0 5.0 5.0
数値化
しない

100 5.0 8.0 5.0 5.0 3.0 3.0 2.0 2.0 - 17.0 10.0 - - 60

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

評
価
テ
ー
マ

開
札
日

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

参加表明者の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定主任担当者の経験・能力

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

合
 
 

計

予定主任担当者の経験・能力 実施方針・ﾌﾛｰ・工程表 評価テーマに対する技術提案

合
 
 

計

専
門
技
術
力

専
門
技
術
力

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

迅
速
性

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務

保
有
資
格

評価テーマ２の
提案内容

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

業
務
理
解
度

実
施
手
順

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

評価テーマ１の
提案内容
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
平成23年度千代川水辺
現地調査（河川環境基図）業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は河川水辺の国勢調査の一環として、
千代川水系における河川環境の基盤となる河
川物理環境や植生分布の基礎情報の収集を
行い、河川環境基図を作成するものである。

3月16日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 － － － －
数値化
しない 100 11.9 35.6 2.5 39.6 7.9 2.5 － － － － － － 40.0 20.0 20.0 20.0 200

2 鳥取
平成23年度千代川採水業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

河川水採水分析　　　Ｎ＝１４地点
底質採泥分析　　　　 Ｎ＝６地点
地下水採水分析　　　Ｎ＝２地点

3月16日
数値化
しない

15.0 30.0 5.0
減
点

数値化
しない

13.5 1.5
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0 － － － －
数値化
しない 100 - 47.5 2.5 39.6 7.9 2.5 － － － － － － 40.0 20.0 20.0 20.0 200

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

開
札
日

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

合
 
 

計

予定技術者の経験・能力 実施方針・フロー・工程表等

合
 
 

計

専
門
技
術
力

専
任
性

専
門
技
術
力

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力 照査技術者の経験・能力

業
務
理
解
度

実
施
手
順

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

手
持
ち
業
務
量

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
成
績

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

業
務
に
関
す
る
知
識




